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ツ　　ル　　ハ　　シ 0 1 1・大型5・購同貨 （21）
鍬 0 1 i・大型5・鑛籟 （21）
歯 車 0 2 ●大型50銭黄銅貨○有孔5円黄銅貨
（21）
（24～　）
火焔容制 0 1 1・鯨オリンピ・ク…円籟（39）
聖火トーfl 0 1 1・襯冬季オリンピ・ク1・・円白銅貨（47）
勾 玉 1 0




































静 剥 0 1 1・有孔5騰同貨 （24～　）
旭 日 1 1 巨鳳願円銀貨 （32～33）
富 士 1 2 ○東京オリンピック記念千円銀貨（39）○日本万国博覧会記念百円白銅貨（45）
瑞 雲 3 0
波 測 4 0
雪 0 1 ｛・札幌冬季オリンピ・ク百円白籟（47）
　昭和8年発行の10銭ニッケル貨の裏の地模様の波は，中央の白地によって遮断されているもの
の，左右に展開している波模様であるから，海の波を想定したものと考えられるが，その繊細な
描法から見ると，波は波にしても，和日平穏の小波であろう。
　だが，10銭アルミ銅貨・カラス1銭銅貨・カラス1銭アルミ貨などの表の波は，国家総動員法
の公布された昭和13年の発行貨幣だけあって，これらに見られる波は，国家前途の多難を示唆する
ような怒濤であり逆浪であった。戦後の貨幣には，もうこのような波浪は見ることができない。
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　このような昭和前期の波浪と対照的なのは，昭和24年から出された有孔5円黄銅貨の表に描か
れた田圃の静水であり，これは平和と豊作とを約束する恵みの水のように思われる。
　瑞雲が貨幣に現われるようになったのも，日米開戦の愈々迫ってきた昭和15年の年に発行され
た5銭アルミ貨や，日本の敗色の濃くなった19年に発行された5銭錫貨と10銭錫貨においてであ
って，今日，これらのアルミ貨・錫貨などを検してみると，当時わが国において如何にこれらの
軍需資材が欠乏していたかが知られる。戦後の貨幣には，もうあのような瑞雲は見られない。
　旭日は日章とも言われ，これは，わが国名や国旗にも通ずるところから，明治以来，絶えず貨幣
のデザインの重要素材として用いられてきたものであるが，昭和後期では出現頻度が少なくなっ
てきた。これは，近年，祝祭日に国旗を掲揚する家の少なくなった現象に似ているものがある。
明治以来の旭日のデザインを見ると，貨幣の中心に旭日を据え，それを内円で囲んで，その外周
に「大日本」や銘価・記年を配しているのthX－一一．般であった。
　この二重円の内円の中にデザインを納めるためには，貨幣の形を大きくするか，或は緻密な図
案でも表現し易い金貨，銀貨にする外はないと思う。しかるに，最近の貨幣は小形化，卑金属化
の傾向があるために，旭日を避けるのであろうか。或は陳腐さを避けているのであろうか。
　富士が初めて貨幣面に現われたのは，日米開戦の昭和16年であって，1銭アルミ貨の表面のデ
ザイソの中に見られたのであった。
　この1銭アルミ貨の量目は，最初0．659であったが，最後の発
行年度の18年には0．559という未曾有の微小賃幣にされてしま
った。
　すなわち，昔から日本国土の象徴と考えられ，わが国民の誇と
してきた富士山は，貨幣デザインの最後の切札として出された観
があったが，軽いアルミ貨では甚だ冴えず，「水にも浮く」と言
われ，遂に子供達の弄び物になってしまった。
　記念貨幣は，一般貨幣とは多少異なるが，昭和39年東京オリソ
ピック記念千円銀貨の表のデザインは，富士と桜花から成ってお
り，この貨幣は今迄見られなかった大型の千円銀貨であり，品位
は銀925，銅75，量目は209であったから，そのデザインの富
士山にもふさわしい，貨幣としても真に世界に誇るべきものであ
った。
　また，昭和45年の日本万国博覧会の時にも記念貨幣が発行さ
れ，これは百円白銅貨であり，その量目は99で，これにも富士
山が採りあげられたが，今度の富士は葛飾北斎の「凱風快晴」
（赤富士）をデザイン化したもので，その素晴らしい堆積感と美術
的価値とを世界の人々に誇示したのであった。
　要するに，昭和後期の貨幣面からは，波浪，瑞雲などのような
僥倖と神助を望むようなデザインの素材が消失してしまい，太平
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洋戦争勃発の際，0．659の微小貨幣に封じ込められて，その頃，一種アイロニカルにも眺められ
た富士が，記念貨幣に採られ，今や真に時と場所とを得たとも言われるであろう。
　この期において，水が昭和前期のようにく波浪〉とならず，田圃の〈静水〉として見出される
のも，考えてみると，なかなか面白いことである。
　最後に，〔その他のもの〕として，東京オリンピック記念賃幣と札幌オリンピック記念貨幣に
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〈五輪マーク〉が，それぞれつけられ，万国博記念貨幣の裏には，〈地球儀模様〉の見られるこ
とを附記する。
V　昭和後期貨幣の書体
　通貨としての貨幣に刻まれている必須的の文字は，（1）銘価（金額），（2）発行主体，（3）記年（発
行年号年次）であり，大正・昭和貨幣に関する限り，記年のある面が裏である。これ等も貨幣デ
ザインの中に含まれているので，これについて簡単に述べてみよう。
　明治以来，貨幣面の漢字は一般に楷書で記され，これは一つの慣例として昭和20年の終戦の時
迄踏襲されてきた。尤も，小型50銭銀貨（大正11～昭和13），大型50銭黄銅貨（昭21），小型50銭黄
銅貨（昭22～23）のように隷書に記されているものもあるが，之は例外と考えてもよかろう。
　終戦以降に発行された貨幣の表には，銘価が漢字で記されているが，それらの裏に記されてい
る銘価は，〈銭〉〈円〉の文字を略して，みなアラビヤ数字のゴシック体で大きく明瞭に記され
るようになった。（ローマ字でSEN又はYENを附けているものもある。）これは，昭和前期に
は見られなかったことである。尤も，5円黄銅貨の裏にだけはアラビヤ数字が見られない。
　次に，昭和26年発行の10円銅貨から，漢字はすべてゴシック体となった。したがって，その他
の貨幣も新貨幣に切り替えて発行される時，それを機として今迄の清朝体（楷書）がゴシック体
に改められている。すなわち，1円アルミ貨は30年から，新5円黄銅貨は34年から，50円と100
円の白銅貨は42年から，ゴシック体に改められるようになった。
　なお，最近の現象としては，42年以降発行の50円白銅貨・100円白銅貨の銘価の数字が実用的
な描き文字（先の扁平なロードペンで書いたような文字）となっているのが見られる。これは一
般のゴシヅク文字とは少し違っている。
　また，昭和23年発行の1円黄銅貨から，漢字の横書きの場合は，従来の右書から左書に改めら
れた。さらに，明治以降く大日本〉と記されてきた貨幣の発行主体は，終戦直後，〈日本政府〉に
改められ，現在のようにく日本国〉とされたのは，22年発行の小型50銭黄銅貨からであった。
vr結 語
　明治時代から現在迄の我が国の貨幣のデザインを通覧し，諸外国の貨幣のそれと比較してみ
て，先ず気づくのは，わが国の貨幣には植物が最も頻繁に見られるに反し，人物像が全く見られ
ないということであって，これは紙幣と異なるところである。
　尤も，明治時代には龍をもって天皇の象徴と考え，龍を取り入れた多くの貨幣があったが，現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免象的には龍は龍であって人物像ではない。
　これはく恐れ多い〉という観念から避けたことは，紙幣に天皇像の見られないことによっても
知られるであろう。では，紙幣に取り入れたような人物を，何故，貨幣に避けたかということが
問題になる。要するに，日本の国民性に順応して，無難な方向を選んだものと思われる。
　昭和時代の貨幣のデザインを見ると，為政者が，その時代に何に最も関心を持ち，之によって
一般国民を如何なる方面に馴致して行こうとしていたか，或は国民一般の世論を如何に付度し
て，如何なる心的態度で臨もうとしていたかなどということが知られ，その時代にそれらの貨幣
のデザインが，半ば無関心に看過されたとしても，そこに採り上げられた素材の取り扱い方の変
遷と考え合わせることによって，その全体における意味や，その時代相を端的に理解することが
できると思う。即ち，貨幣のデザインは，そのための有力な資料であり，テキストである。
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　例えば，大正天皇御即位大礼の行なわれた翌年の大正5年発行の桐一一・　Sk銅貨を見ると，中央に
据えられたく桐紋〉の左右にく対の小桜〉が見られるに反し・国家総動員法の公布された昭和13
年に発行された10銭アルミ銅貨では，今度はく芯なし桜〉が大きく中央に据えられ，〈桐紋〉だ
この左右にく対の小桐紋〉として扱われている。
　これは，素材の点から見ると，どちらの貨幣も桐と桜を抱えているので，同じようにも思われ
ようが，それぞれの時点における意味は非常に異なっている。
　問題は，それらの貨幣のデザインが真に何を意味しているかということである。このように考
えてくると，貨幣は物の交換を媒介する要具であるとともに，或る時代の為政者（又は当局者）の
時代意識と，当代文化の実相を反映している鏡のようなものである。
　ただ，これらの貨幣の意味する処は，そのデザインだけではなく，その貨幣の材質一わが国
では金属材料一と併せて考究されなければならないと思われるが，今回は貨幣のデザインの素
材の考察を主とし，後者にっいては他の機会に触れようと之を割愛した次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和49．9．25）
〔附記〕　◎本稿における貨幣の称呼は，一般に行なわれている『日本貨幣型録』（昭和49年版・日本貨幣商協
　　　　　同組合刊行）に用いられている名称に従った。
　　　　　本稿は貨幣面のデザインを，その構成要素によって分類したため，その都度，その貨幣図を挿入し
　　　　　ては，重複するので省略した所もあるが，所要の貨幣は他の関係個所に一回は掲載し，昭和期の殆
　　　　　んど全部の貨幣を載録するように努めた。
　　　　　ただ，現在通用している貨幣にっいては，読者から出来るだけ現品に接していただくために，故意
　　　　　に掲載しなかった貨幣もある。
〔注1〕○なお，GHQの指示によって，紙幣にあっては，日本武尊・武内宿祢・藤原鎌足・和気清麻呂・坂
　　　　　上田村麻呂・菅原道真・楠木正成の銅像・八紘一宇の塔なども軍国主義的なものとして，これを図
　　　　　案に入れることが見合わされ，聖徳太子の肖像だけが追放を免れた。（創元社刊，三島四郎・作道
　　　　　洋太郎編『貨幣』154頁参照）
〔注2〕○この前年の昭和31年には，テレビが全国に普及し，一億総白痴化と言われる程，ゴールデンアワー
　　　　　の番組に魅せられた時であり，競馬ブーム・登山ブーム・電化ブームの年であり，更にこの百円銀
　　　　　貨の出た年はデパートブーム・団地ブーム・カリプソ・スタイルブーム・石原裕次郎ブーム・ロマ
　　　　　ンスグレー・ブームとなっており，特に注意すべきは，この年の天皇誕生日を期して新東宝の映画
　　　　く明治天皇と日露戦争〉が封切され，戦後映画史上の最高の当たり作となり，毒舌家として有名な
　　　　大宅壮一をして，「泣かない僕がなぜ泣いたか」（図書新聞32年5月18日）を書かせた。すなわち，
　　　　　昭和32年は，このような太平な年であった。　（筑摩書房刊，『日本の百年』の第一巻「新しい開国」
　　　　編のく過去十年ブームー覧表＞230頁参照）
囹　本論交の用語に関しては，デザイン専攻の小町谷助教授の御教示を賜わった。なお，戦時発行のアルミ貨
　　の量目確認のため服飾美術科の研究助手岩船さんに微量測定をして貰った処，昭和18年発行の5銭アルミ
　　貨と菊10銭アルミ貨の量目が17年発行のものと異なっていることが発見された。即ち，5銭アルミ貨の17
　　年発行のものは19，菊10銭アルミ貨の17年発行のものは1．29となっているのに，18年発行の両者の幾
　　っかを測定した結果は次のようである。
発行年度i5銭アルミ貨　　菊10銭アルミ貨
昭和17年1 1．00079 1．20859
昭和18年 A
B
C
D
E
0．79449
0．80379
0．81429
0．79189
0．99009
1．00489
1．01439
0．98659
1．00219
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　　一般に，18年発行の5銭アルミ貨は，17年発行のものと同様に1グラム，18年発行の菊10銭アルミ貨は17
　　年発行のものと同様に1．2グラムだと思われてきたものである。ところが，18年発行の数個によって測定
　　してみた処が，5銭アルミ貨も菊10銭アルミ貨も，18年に至って，それぞれ0．2グラムの量目を落とされ
　　ていることが発見された。これは当時，わが国において航空機製造資材として，アルミニュームの必要が
　　いかに急を要していたか，或は外地から入手の道が全く断たれていたことなどを推定する上において有力
　　な手がかりとなるものである。この発見は，岩船研究助手の援助のお蔭であるとともに，また，本校の精
　　密測定機のお蔭でもあった。
　ヒこに，改めて服飾美術科の先生方の御厚意にお礼を申し上げるものである。
囹　明治・大正・昭和貨幣における桜花と国民思想や戦争との関係等については，次のような論文にして発表
　　してある。
　　o貨幣にみる桜花の紋様……『日本及日本人』昭和50年新春号（通巻1527号）
